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1．はじめに
　東京六大学野球連盟は，早稲田・慶應義塾・明治・法政・
東京・立教の 6大学で構成され，創設初試合から 90年以上の
歴史を持つ大学野球界最古のリーグである。創設以来，連盟
の運営は部員である学生たちを中心として行われてきている。
我が国においても大学スポーツの在り方をめぐる様々な考察
がなされている現状のなかで，東京六大学野球でも 2025年に
迎える連盟 100周年を前に，リーグ活性化を目指す様々な取
り組みがなされている。
　その取り組みのひとつとして，「東京六大学野球ゼミナール」
（以下「当該ゼミナール」とする）が 2016年春に開講した。
これは，一般財団法人 東京六大学野球連盟主催で，東京六大
学各校に所属する大学生（本研究の対象となっている初年次
の募集は活動開始時に 3年生である学生のみであった）の中
から，スポーツビジネスや東京六大学野球活性化，スポーツ
に関わる企画立案・運営などに関心を持つ対象者を募り，2年
間のプログラムの機会を参加費無料で提供する取り組みであ
る。対象者は，体育会野球部の部員に限らず（初年次は参加
者全員が体育会各部には所属していなかった），広く学生たち
が東京六大学野球という資源を活用し学ぶ中で，進路決定や
卒業後の進路において自分を活かす力を身につけること，ま
た，学生たちの力でリーグの活性化に取り組むことを目指す

ものである。
　文部科学省は，2004年のキャリア教育の推進に関する総合
的調査研究協力者会議において，「職業的発達に関わる能力」
の育成を提言している。また，2006年には経済産業省が「社
会人基礎力」という概念を提唱しているが，これは「職場や
地域社会で多様な人々と仕事をしていくために必要な基礎的
な能力」のことであり，これを育成の対象として捉えること
の重要性が示されている。
　大学生活においてこのような能力の育成が求められている
現状をふまえ，大学スポーツの資源を活用し，学生がスポー
ツを支え，活性化する体験が，文部科学省が示す職業的発達
や経済産業省が求める社会人基礎力の育成に寄与する可能性
を検証したい。
　本研究では，当該ゼミナールの 2年間の取り組みによって，
当該ゼミナールに参加しない大学生活と比較した場合に参加
者がどのような力をつけることが期待されるか，「社会人基礎
力」という視点から検証することを目的とする。

2．方法
＜東京六大学野球ゼミナールの活動概要＞
　「東京六大学野球活性化施策の実施」をメインテーマとし，
そのために求められる体験と学びを，神宮球場での現場実習
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要　旨
　本研究では，競技連盟主催の東京六大学野球ゼミナールの取り組みにおいて，大学スポーツの資源を活用し，学生がスポーツ
を支え，活性化する体験が，文部科学省が示す職業的発達や経済産業省が求める社会人基礎力の育成に寄与する可能性を検証す
ることを目的とした。対象者は当該ゼミナールの１期生 11名であり，尺度として「改訂版社会人基礎力尺度」を使用し，2年間
の取り組みによって当該ゼミナールに参加しない大学生活と比較した場合に参加者がどのような力をつけることが期待されるか，
「社会人基礎力」という視点から検証した。
　当該ゼミナールでの活動と，その他の大学生活での社会人基礎力獲得に対する期待を比較するために，回答結果を対応のある 

t検定を用いて分析した結果，ゼミナールの活動に参加した学生たちは，当該ゼミナールでの活動が社会人基礎力の獲得にポジティ
ブな影響を与えると考えていることが示された。当該ゼミナールでの活動において，大学スポーツの現状，スポーツ界の現状を
調査，分析し，企画の実現性を考慮するプロセスを経て提案を行うこと，また，自身の所属とは異なる大学の学生や多くの社会
人との活動を通じて，社会人基礎力の獲得や向上への手応えを参加者が得ていることが示された結果であった。
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ならびにスポーツビジネスに関する講義とふりかえりを通し
て得る。ゼミナール 1年目には，東京六大学野球リーグ戦運
営をサポートする体験や，講義を通じて，東京六大学野球を
ベースにしたスポーツやビジネスの現状を学ぶ。そのプロセ
スの中で，東京六大学野球がより活性化するための施策につ
いての仮説を立て，実現可能性を検討し，提案のための準備
を行う。1年目の 1月（ゼミナール加入から 10ヶ月目）に，
東京六大学野球連盟に向けて企画のプレゼンを行い，実施が
決定した施策を，2年目に実際に運営する。修了時には，修了
研究としてそれぞれの取り組みの効果の検証を行い，報告会
を実施する。
　なお，当該ゼミの修了にあたっては，各大学の単位振替な
どの措置は行われない。

【第 1期生参加者】
　当該ゼミナール第 1期生参加者は，東京六大学各校のうち，
慶應義塾・明治・法政・立教大学に所属する 3年生，11名
（男子 9名：女子 2名）であった。
　
【主な活動内容】
　本研究の対象となる 1期生の主な活動内容は以下の通りで
あった。

ゼミナール 1年目（大学 3年次）

春・秋学期 通年

　○ 東京六大学野球，スポーツビジネスに関する講義
　　春学期・秋学期　通算 10回
　　講師：東京六大学野球部卒業生を外部講師として招聘
　　講 義テーマ :東京六大学野球の歴史，スポーツマーケティ

ング，スポンサーシップ，スポーツビジネス，スポー
ツ教育論，スポーツメディア，スポーツマスコミュニ
ケーション，スポーツマーケティング，アスリートマ
ネジメント

　◯神宮球場での実習
　　 リーグ戦運営方法の学習や，アンケート調査，周辺の施

設や環境の調査を通じて，リーグの現状の理解，分析を
行い課題とその解決のための施策についての仮説を立て
た。

　※ 1年目の神宮球場での活動，講義において，毎回「振り返
りシート」として報告書を提出・共有した。

秋学期

　○ 「東京六大学野球がより活性化するための施策」につい
て全員で取り組む施策を決定。

　　 そのための調査・分析・検討をリーグ戦開催中に重ねて
行い，ミーティングにてコンセンサスを得た。さらに，

企画の実現可能性を検証し，実行するための準備を行っ
た後，リーグ戦終了後に東京六大学野球連盟へ企画書を
提出。

　　プレゼンを行い全 7企画中 3企画の実施の許可を得た。

ゼミナール 2年目（大学 4年次）

　◯ 3年次に決定した施策をリーグ戦にて実際に運営した。

【実際にプレゼンにて承認され，運営した企画】
　①　SNS動画プロジェクト
　　 連盟公式 SNSアカウントを作成し，試合速報や選手，
チーム，イベント情報等の配信を行った。

　　 配信コンテンツ（選手紹介動画や特集企画）の取材，編
集，投稿や，試合中の速報 Twitterの運営などをゼミナー
ル生で行った。

　②　神宮フォトジェニックスタジアム
　　 リーグ戦開催中，各校選手の等身大フォトパネルを作成
し，各校公式ユニフォームの着用ができるフォトブース
を設置した。また，春季リーグ戦では学生限定企画とし
て，T シャツ無料配布や試合後のグラウンド開放企画を
開催した。フォトパネルや Tシャツに関する業者との交
渉，デザイン，ブースの運営，無料配布時のイベント運
営，各イベントの広報，イベントに関する準備から当日
の運営まで全てをゼミナール生が行った。

　③　Tokyo Big6 Festival 2017　
　　 秋季リーグ戦開幕週に，神宮球場で六校合同の学園祭を
開催する企画で，各校の学園祭における名物グルメの出
店と，大学サークルによる開幕式前のグラウンドパフォー
マンスを実施した。参加サークルの選定，交渉，収支予
算の決定や，イベントに必要な各業者との交渉，広報な
どを行った。また，スポンサー協賛企業を募り，交渉を
行い，スポンサー企業への対応もゼミナール生によって
行われた。

　○修了研究
　　 活動を踏まえて，効果を検証・分析したうえで発表資料
を作成し，1月に修了発表を実施した。

＜質問紙による調査時期・対象＞
　2018年 1月初旬に，当該ゼミナールでの 2年間の活動を修
了した 1期生（大学 4年生）11名 (男性 9名：女性 2名 )に
対して，質問紙による調査を行った。

＜質問紙＞
　西道 (2011)が作成した「改訂版社会人基礎力尺度」を使用
した。これは，40問の質問項目により社会人基礎力を測定す
るもので「前に踏み出す力 (8項目 )」「考え抜く力 (11項目 )」
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「伝える力 (9項目 )」「チームで働く力（12項目）」の 4つの因
子からなる。
　被験者は，各質問に対して「（東京六大学野球ゼミナール以
外の）大学生活において」「東京六大学野球ゼミナールにおい
て」それぞれの質問項目に記載されている力が，どの程度身
につく（あるいは身につかない）と感じたかについて，「全く
身につかない」から「とても身につく」までの 5件法で回答
した。
　当該ゼミナールでの活動と，その他の大学生活での社会人
基礎力獲得に対する期待を比較するために，回答結果を対応
のある t検定を用いて分析した。

3．結果・考察
　表 1に示す通り，当該ゼミナールでの活動において獲得で
きると考える項目は，当該ゼミナール以外の大学生活の場合
と比較して，それぞれの全体の平均値において，1％水準で統
計的に優位に高いことが認められた。このことから，ゼミナー
ルの活動に参加した学生たちは，当該ゼミナールでの活動が
社会人基礎力の獲得にポジティブな影響を与えると考えてい
ることが示された。
　さらに，項目ごとに比較した結果は表 2の通りである。40

問の項目のうち，17項目に 1％水準で，13項目に 5%水準で優
位差が，6項目に 10％水準で優位な差の傾向が認められた。
優位差が認められなかった項目は 4項目であった。
　優位差が認められなかった 4項目は，4つの因子のうち「考
え抜く力」で 2項目，「チームで働く力」で 2項目であった。
「前に踏み出す力」，「伝える力」の因子においては，統計的に
差が得られない項目はなかった。
　これらのことから，当該ゼミナールでの活動は，その活動
がない大学生活と比して，参加者に社会人基礎力の獲得，向
上の機会となる可能性が非常に高いことが示された。
　特に，「前に踏み出す力」，「伝える力」の因子においては，
その傾向が顕著であった。
　当該ゼミナールでの活動において，大学スポーツの現状，
スポーツ界の現状を調査，分析し，企画の実現性を考慮する
プロセスを経て提案を行うこと，また，自身の所属とは異な

る大学の学生や多くの社会人との活動を通じて，社会人基礎
力の獲得や向上への手応えを参加者が得ていることが示され
た結果だと考えられる。

4．課題と今後の展望
　本研究において得られた結果が，実際の社会人としての生
活にどのように反映されるのか，引き続き調査を行う必要が
あると考えている。また，ゼミナール加入時のデータと，修
了時のデータの比較や，データ数の蓄積を進めることも必要
である。なお，本研究では，当該ゼミナールが参加者に与え
る影響について検討したが，主催競技団体や大学，社会に与
える影響についても検討を進めていきたい。

5．まとめ　
　本研究では，東京六大学野球ゼミナールの活動が参加学生
の社会人基礎力の育成に与える影響を，「社会人基礎力尺度」
を用いて検証した。
　その結果，当該ゼミナールでの活動が，社会人として大学
を巣立つ学生に対する準備の場として期待できることが示さ
れる結果であった。
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表 1　社会人基礎力尺度（全体平均）の比較
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表 2 社会人基礎力尺度 
各項目について


